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本資料は全世界株式型インデックスファンドの主要商品をコスト・規模・指数・運
用精度・販売環境の 5 軸で比較・分析する情報提供レポートです。

特定商品の推奨・投資勧誘を目的とするものではありません。最終的な投資判断は交付目
論見書等を確認のうえご自身の責任で行ってください。



エグゼクティブサマリー
結論
全世界株式型インデックスファンドは、NISA 時代の資産形成における中核商品とし
て定着している。信託報酬は最安クラスで年 0.05% 台まで引き下げられ、商品選び
の争点はコストから連動指数の違い・純資産の厚み・トラッキング差・購入環境へ移っ
ている。

主要 5 ファンド純資産合計

約 6.6 兆円以上
主要 5 ファンド合算・2025 年上半期の概算

最低信託報酬水準

年 0.0561%
楽天・オールカントリー株式インデックス・ファンド

連動指数の種類

MSCI ACWI ／ FTSE GACI
銘柄数・新興国定義・小型株有無で差がある

1. 比較の 5 つの軸
・コスト：信託報酬・実質コスト・売買委託手数料
・規模・安定性：純資産総額・資金流入・償還リスク
・指数の質：連動指数の種類・銘柄数・地域配分
・運用精度：トラッキング差・乖離率
・利便性：購入できる販売会社・NISA 対応・積立設定のしやすさ

低コストで全世界に分散できるという基本性質は 5 ファンドで共通している。違いは規
模・指数の細部・購入環境・後発ファンドの実績の短さにある。
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比較対象ファンド一覧

1. 主要 5 ファンドの基本情報
① eMAXIS Slim 全世界株式（オール・カントリー）
運用会社はāĂ UFă ĄąットĆćĈĉント。20Ċċ 年 Ċ0 月 ČĊ č設定。信託報酬は年
0.05ĎĎ5% ďĐで、MSCI ACđI に連動する。

② 楽天・オールカントリー株式インデックス・ファンド
運用会社は楽天投信投資Ēē。202Č 年 Ċ0 月 2Ď č設定。信託報酬は年 0.056Ċ% で主要
5 ファンド中最安水準。連動指数は MSCI ACđI。

③ SBI・全世界株式インデックス・ファンド（愛称：雪だるま）
運用会社は SBI ĄąットĆćĈĉント。20ĊĎ 年 Ċ2 月 6 č設定。信託報酬は年 0.Ċ022%
Ĕ度。ĕĖ FTSE GACI に連動し、小型株をėĘę Ěě000 銘柄Ĝをカĝーする。

④ たわらノーロード全世界株式
運用会社は AMĞOne。20ĊĎ 年 Ċ 月 Ċ2 č設定。信託報酬は年 0.ĊĊČČ%。MSCI ACđI 連
動で、5 ファンド中最も設定ğがĠい。

⑤ Tracers MSCI オール・カントリー・インデックス（全世界株式）
運用会社はč興ĄąットĆćĈĉント。202Č 年 Ċ 月 2Ď č設定。信託報酬は年 0.05ĎĎ5%
で eMAXIS SġĢm とģ水準。MSCI ACđI 連動だが、純資産・運用実績はĤ定的である。

2. 比較のポイント
・eMAXIS SġĢm と楽天・オールカントリーはģĥ MSCI ACđI 連動。信託報酬は楽天が

Ħħかに低い。
・SBI・ĨだるまはĕĖ FTSE GACI に連動。小型株までėĘę Ěě000 銘柄Ĝで銘柄数が

多い。
・ĩĦらĪーīードは最もğĬがĠいが、信託報酬の引き下げĭ地がĮる。
・Trįcers は eMAXIS SġĢm とģ水準の信託報酬だが、純資産はĖİ小さく運用実績も短

い。
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コスト比較：信託報酬と実質コスト

1. 信託報酬の水準と引き下げ競争
全世界株式型インデックスファンドの信託報酬は、低コストı争の中Ĳにある。eMAXIS

SġĢm ĳリーĴはĵĶ界最低水準の運用コストをķĸにĦĩって目指すĹĺĻのもと、ı合
商品の引き下げにļĽしてきĩ実績がある。

2. 信託報酬以外のコスト要素
実ľのĿ用は信託報酬だけではない。運用報ŀ書にŁłされる実質コストには、信託報

酬のŃか有ńŅņの売買委託手数料・ŇňĿ用・ŉŊĿ用等がėまれる。信託ŋ産ŌŇ額
は全 5 ファンドとも 0%。

信託報酬だけで選ばない
信託報酬の差が年 0.05% のō合、Ċ00 Ŏŏの投資で年Ő 500 ŏの差。Ġ期では積み
上がるが、実質コスト・純資産規模・購入環境をėőĩ総合判断がŒ要。SBI・Ĩだ
るまは ETF ラッœーŔŕでĿ用がŖなるĩő、目論見書上の水準だけでなく運用報ŀ
書の実質コストを確認するŗと。
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純資産・規模比較

1. 規模の違いがもたらす意味
純資産総額は、řのファンドへの信Ś・śŜ・運用安定性の指ŝとしてŞşする。純資

産がŠきいŃšŢ上償還リスクが低く、運用コストのスţールĉリットもŤきやすい。

eMAXIS Slim 全世界株式（AC）  ċĚ%

ę 5.ċ ťŏŦ2025 年上半期概算ŧ。NISA Ũみĩてũで積立設定数トッŪクラス。

楽天・オールカントリー  Ď%

ę Čě000 ū Řě500 ŬŏŦ概算ŧ。202Č 年 Ċ0 月設定からŭŮにĮůを積み上げĩ。

SBI・全世界株式（雪だるま）  Č%

ę 2ě000 ū 2ě200 ŬŏŦ概算ŧ。SBI ŅņŰーűー中ĲにĠ期積立で安定形成。

eMAXIS SġĢm 全世界株式は 2020 年ďŲ、NISA のųŴŵにŶいŭŮに純資産を積み上
げĩ。楽天・オールカントリーも設定後 Ċ 年ĭりで数ŷŬŏ規模にŸし、低コスト新興ファ
ンドへの資金ĳフトがŹきているŗとがĦかる。ĩĦらと Trįcers はź対的に規模が小さ
く、ŗの規模差が安定性・スţールĉリットにŻżする。
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連動指数の比較：MSCI ACWI と FTSE
GACI

1.2 つの指数の違い
提供ŞŽは MSCI ACđI が MSCI Inc.Ŧž国ŧ、FTSE Gġoſįġ Aġġ CįĀ が FTSE RusseġġŦƀ

国ŧである。Ɓ入銘柄数は、MSCI ACđI がŠ型・中型株を中Ĳにę 2ěĚ00 ū Čě000 銘柄
であるのに対し、FTSE Gġoſįġ Aġġ CįĀ はŠ型・中型・小型株までėĘę Ěě000 ū Ěě500
銘柄とŠƂにƃい。

国の分類にも差Ŗがある。Ƅ国は MSCI ACđI では新興国に分類されるが、FTSE Gġoſįġ
Aġġ CįĀ ではƅƆ国Ƈいとなる。ŗの違いが新興国比率にもƈƉされており、MSCI ACđI
でę ċ ū Ě%、FTSE Gġoſįġ Aġġ CįĀ でę Ċ0 ū ĊĊ%ŦƄ国ėĘŧとなっている。リĝラン
スのƊ度はいħれもƋ半期ごとだが、実ƌ月は MSCI ACđI が 2・5・ċ・ĊĊ 月、FTSE
Gġoſįġ Aġġ CįĀ が Č・6・Ě・Ċ2 月とŖなる。

どちらの指数が優れているか？
šƍらがƎれているとはĖ概にƏえない。FTSE GACI は小型株までėĘĩő分散が
ƃいが、小型株は流動性が低く売買コストがややůまりやすい。MSCI ACđI はŠ型・
中型にƐりƑōのŠ部分をカĝーする。Ġ期リƒーンの差はƓƔで、指数のƎƕだけ
で商品を選ƖƗƘにはなりにくい。
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組入銘柄・地域別配分の比較

1. 北米集中という実態
全世界株式型ファンドは、šの指数に連動していてもƙžŦ主にž国ŧが最Šの比率Ŧę

6Ċ ū 65%ŧをƚőる。ŗれは世界の株式Ƒōの時ń総額Ŕ成をřのままƈƉするĩőであ
る。

北米（約 61 〜 65%）
ž国Š型ƛックƜĶŦĄッŪル、ĆイクīƝフト、ƞƟƠデơĄ等ŧが上Ƣ。全

世界株式を選んでもž国リスクはŠきくĮる。

欧州（約 18%）
ƀ国、フランス、ドイƣ、スイス等。ƞćルƤー・金ƥ・ƦĿŋąクƒーの比Œ

がůい。

日本（約 5 〜 6%）
ƅƆ国のĖƧとしてėまれる。国Đ株をƨƩŇ有するō合はŒƪにƫƬ。

新興国（約 9 〜 11%）
中国・インド・台ƭ・ƮラĈル等。FTSE GACI はƄ国をƅƆ国ƇいのĩőŔ成が

ƯưŖなる。

全世界株式型は分散投資のƱƲ的な商品だが、ƙž比率は 60% Ĝとůい。ĵ全世界株式
Ƴž国株式ĹのŒƪŇ有は実質的にž国比率をさらにůőるƴƵになる点にŌƬがƶ要。
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トラッキング差と運用精度

1. 信託報酬以上に重要な指標
トラッキング差ŦTrįcƷĢnƸ DĢƹƹerenceŧとは、ファンドの実ľのリƒーンと連動指数の

リƒーンとの差である。Ćイƺスのトラッキング差はĵファンドが指数を上ƻっĩĹŗと
をƼし、投資ƽにとって有利である。

なぜ指数を上回れるのか？
インデックスファンドはƁ入銘柄のƾ株Ŧąキƿリƛơレンデơングŧからǀǁをǂ
るŗとができる。ŗのǀǁがコストをźǃし、指数を上ƻる実績にŨながるō合があ
る。規模がŠきいŃšƾ株Ş会もǄえやすく、eMAXIS SġĢm がřのǅǆをǇけやすい
Ŕŕにある。

2. 各ファンドの傾向
・eMAXIS SġĢm 全世界株式：純資産がŠきく、ƾ株ǀ入にǈるコストǉǊǋƵがŠきい

実績がある。
・楽天・オールカントリー：設定が新しくĠ期実績がǌない。Ǎ後のǎ積がƶ要。
・SBI・Ĩだるま：ETF ラッœーŔŕのĩő、投資ƅ ETF のトラッキング差もǏ算され

る。
・ĩĦら・Trįcers：řれǐれの運用報ŀ書で実績をǑǒ確認するŗとを推奨する。

最終的にはƪ数年の運用報ŀ書でトラッキング差の安定性を確認するŗとがŒ要。Ǔ年
度の数ǔだけでは判断がǕしい。
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NISA・iDeCo 対応状況

1. 制度対応が購入の前提条件
NISA のŨみĩて投資ũは、金ƥǖの基準をǗĩしĩ商品のみが対Ʊとなる。全世界株式

型インデックスファンドはĠ期・積立・分散投資にǘしĩ商品として対Ʊ商品リストに多
数Ǚłされている。

5 ファンドはいħれも NISA のŨみĩて投資ũ・成Ġ投資ũのǚĺに対応しており、NISA
Ǜ度のǜでは差がない。

ĢDeCo への対応は販売会社・運用商品ラインƺッŪにǈってŖなる。eMAXIS SġĢm 全世
界株式とĩĦらĪーīード全世界株式はĖ部の DC Ūランで選ǝǞş。楽天・オールカン
トリーは楽天Ņņの ĢDeCo ライン、SBI・Ĩだるまは SBI Ņņの ĢDeCo ラインにƁみǟま
れている。Trįcers の ĢDeCo 対応はǠǡĤ定的であり、購入Ǣの確認がƶ要である。

5 ファンドとも NISA 対Ʊ商品のĩőǛ度対応で差はない。Ũみĩて投資ũŦ年 Ċ20 Ŏ
ŏŧで定期積立し、成Ġ投資ũŦ年 2Ř0 ŎŏŧでĖǣļǏ購入するのがǤ型的なǥ用Ǧ。
購入する販売会社と ĢDeCo ǧ用時の商品ラインƺッŪで差がǨĥる。
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販売会社・購入環境の比較

1. どこで買えるかも重要な選択肢
ģĥ商品性şでも、購入できる販売会社・ポイント還ǩ・積立設定のǧいǪ手はǫǬ率

にŻżする。Ġ期積立をǢ提にするなら、ǧいǬけやすい環境であるŗとはƓ視できない。

eMAXIS Slim 全世界株式（AC）
主要ćットŅņŦSBI・楽天・Ććックス・ǭǮ・įu カƮコǯ等ŧすǰてで購入

Ǟş。クレカ積立・ポイント還ǩ対応もƃい。

楽天・オールカントリー
楽天Ņņが主要販売会社。楽天カード積立でポイント還ǩがǂやすい。Ǳ社での

ǲƇいはǠǡĤ定的。

SBI・全世界株式（雪だるま）
SBI ŅņでのǲƇいが中Ĳ。āǮǳǴカード積立ポイント還ǩ対Ʊ。Ǳ社ではや

やĤ定的。

ポイント還元条件の変更リスク
クレカ積立のポイント還ǩ率は、規Ǜ動ǵやǶ社ĺĻǷǸでǹ定される。ǺǬ的なǢ
提として計算にƁみǟみすǻるŗとにはƫƬがƶ要。

Ė度積立設定しĩファンドをƨの販売会社へ移すには、Ň有分を売Ǽしてǽ購入するか、
NISA ǾǿをȀ年からƨの金ƥŞŽへ移ȁする手Ǭきがƶ要。最Ȃからǧいやすい販売会社
でȃőるŗとが実Ȅ的にŒ要。

Investment Trust Product ReĀort 2026

Ċ0



分配金方針とファンドのしくみ

1. 分配金は原則なし（資産成長型）
比較対Ʊの 5 ファンドはいħれも、分配金をȅȆとしてȇȈĦないĵ資産成Ġ型Ĺの設

計である。運用でǂられĩǀǁをřのまま基準ń額に積み上げていく設計で、Ġ期資産形
成にはƪ利ǋƵがŤきやすい。

なぜ分配金を出さないのか？
分配金をǇけǲるとȉȊが発Ǩし、ǽ投資するō合はȊ引後の金額がǩ本にȋる。分
配金をȌさなけれȍȉȊのŢりȎǰǋƵで資産が成Ġしやすい。NISA Ǿǿでは分配
金がȏȉȊだが、ǽ投資のľにȏȉȊũをƦĿする点にŌƬ。

2. 直接投資型 vs ETF ラッパー型
Ǒǒ投資型ŦeMAXIS SġĢm 等ŧは、指数Ŕ成銘柄をファンドがǑǒŇ有するŔŕである。

Ŀ用は信託報酬Ŧ実質コストėĘŧのみで、月ȐレポートでƁ入銘柄をǑǒ確認しやすい
ȑȒ性のůい設計となっている。ファンド自身がƾ株ǀǁをǂるŗともでき、ŗれがトラッ
キング差のǹȓにȔȕするō合がある。

ETF ラッœー型ŦSBI・Ĩだるまŧは、Ȗȗ ETF を通ĥてŐǒ的に銘柄をŇ有するŔŕ
である。Ŀ用は信託報酬にǏえ投資ƅ ETF のコストが上Șせされ、ƾ株ǀǁも投資ƅ ETF
șȚでのŐǒțǇとなる。ETF の中身まで確認するとƪȜŔŕになるĩő、実質コストの
ȝȞには運用報ŀ書の精Ŋがƶ要である。

Ġ期での実質コストと運用報ŀ書のȑȒ性をǫǬ的に確認するŗとが、投資ƽのȟでで
きるĕĖのȠŅ手ȡである。
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リスク指標と相場局面での振る舞い

1. 全世界株式型のリスク特性
全世界株式型インデックスファンドは世界中の株式Ƒōにƃく分散投資するが、株式

Ċ00% のファンドであるŗとはǷĦらない。źōのŠきな下Ȣȣǜでは分散のǋƵがĤ定
的になりやすい。

標準偏差（リスク）
年率リƒーンのȤれƂの目安。全世界株式型は年率 Ċ5 ū Ċċ% Ĕ度Ŧŏȥースŧ。

ž国株式型とŃȦģ水準。

最大下落率（ドローダウン）
世界金ƥȧŞŦ200ċ ū 200Ě 年ŧではę 50% Ĝの下Ȣ。新型コīƺĳȨック

Ŧ2020 年 2 ū Č 月ŧではę Č0% のŭȢ後にŭƻȩしĩ。

為替の影響
ȗȪȫて資産の比率がŃȦ Ċ00% のĩő、ŏůȣǜでは基準ń額のŒȬになりや

すい。2022 ū 202Č 年のŏ安ȣǜではŏȫてリƒーンがǄƂされĩ。

下落時に保有を続けられるか
インデックスファンドのĠ期投資は、下Ȣ時に売ǼしないŗとでŞşする。šのファ
ンドを選Ɩかǈりも、下Ȣ時に積立をȭőない・売ǼしないǫǬ性のŃうがĠ期リƒー
ンへのŻżがŠきいō合が多い。

5 ファンドのリスク水準は連動指数の違いにǈるƓƔな差をȮきŃȦģ等。FTSE GACI
は小型株もėĘĩőȯ論上はやや分散ǋƵがůいが、実績上の差はƓƔである。
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投資家タイプ別 選び方ガイド

1. 自分に合ったファンドを選ぶ
5 ファンドはいħれも全世界株式インデックスファンドとして基本性şに差はない。ď下

は選ǝのȰȱとなる投資ƽȲのȳȯである。

シンプルに選びたい・販売会社を問わない
eMAXIS Slim 全世界株式（AC）

を推奨。純資産規模・実績・ǲƇ販売会社数でȴȵ的。šのŅņ会社でも買えるĩ
őķĸの移ňリスクも低い。

楽天証券で NISA 積立をメイン
楽天・オールカントリー

が有ȶȷǉ。楽天カード積立とのƁみ合Ħせが有利で信託報酬も最安水準。ĩだし
設定 2 年Ĕ度でĠ期実績はまだǌない。

SBI 証券で積立を完結させたい
SBI・全世界株式（雪だるま）

まĩは eMAXIS SġĢm が選ǝȸ。Ĩだるまは FTSE GACI 連動で小型株までėĘƃい
分散が特Ʋ。

2. 避Āたいパターン
・ģĥ MSCI ACđI 連動のƪ数ファンドをĵ分散ĹのŨもりでŒƪŇ有する。中身はģ

ĥで分散ǋƵはない。
・コスト最安をƎƅして純資産の小さい新規ファンドを選Ɩ。償還リスクを見ȹしやす

い。
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・最Ⱥのランキング上Ƣだけで選Ɩ。źō上Ȼȣǜの買付ȼ中がƈƉされているだけの
ō合がある。

全世界株式型はĳンŪルな商品である。選ǝの基準もĳンŪルにĵĠく、安く、安Ĳし
てǬけられるかĹにƐるŗとが最ȓの選ǝにŨながりやすい。
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ā合ĂăまとĄ

1.5 ファンドのąĆć比較
eMAXIS SġĢm 全世界株式ŦACŧは、コスト・規模・実績・利便性のすǰてで最ů水準

ŦȽŧであり、5 ファンドの中で最もĝランスにƎれる。連動指数は MSCI ACđI。
楽天・オールカントリーはコストが最安水準ŦȽŧ、純資産規模もあるĔ度積み上がって

おりŦȾŧ、連動指数は MSCI ACđI。ĩだし設定から 2 年Ĕ度でĠ期実績はĤ定的Ŧȿŧ。
販売会社が楽天Ņņ中Ĳのĩő利便性はɀɁ付きとなる。

SBI・Ĩだるまは信託報酬がややůőŦȿŧだが純資産はĖ定規模ŦȾŧ、運用実績もǎ
積されているŦȾŧ。FTSE GACI 連動で小型株までėĘƃい分散が特Ʋ。販売会社は SBI
Ņņ中Ĳ。

ĩĦらĪーīード全世界株式はコスト・規模・利便性でいħれもȿɂń。MSCI ACđI 連
動で 5 ファンド中最も設定ğがĠく実績ŦȾŧはあるが、信託報酬の引き下げĭ地と純資
産規模がȉɃとしてĮる。

Trįcers MSCI オール・カントリーは eMAXIS SġĢm とģ水準の低コストŦȽŧだが、純
資産・実績・利便性はいħれもĤ定的Ŧȿŧ。設定から Č 年Ĕ度でǍ後の成ĠがɄĩれるȡ
Ʌにある。連動指数は MSCI ACđI。

レポートの見立て
Ǡ時点で最もĝランスにƎれるのは eMAXIS SġĢm 全世界株式ŦACŧ。コスト最安を
Ɇőるなら楽天・オールカントリーŦ楽天ŅņǢ提ŧ。FTSE GACI 連動での分散ɇŠ
をɈĘなら SBI・Ĩだるまが選ǝȸとなる。

šのファンドを選んでも、Ġ期で積立をǫǬするŗとが最Šのリƒーン要ɉである。商
品選ǝǈり行動ǫǬをƎƅするŗとが、ƴƵ的に最ȓの投資にŨながりやすい。
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Ĉĉ情報とĊċ

1. 主なĈČ情報
・投資信託Ɋ会ɋ数Ɍで見る投資信託ɍ2026 年 2 月Ɏデーƒ。
・金ƥǖɋNISA Ũみĩて投資ũ対Ʊ商品ɏȌĖɐɍ2026 年 5 月 ĊĊ č時点。
・āĂ UFă ĄąットĆćĈĉント eMAXIS SġĢm 全世界株式 月Ȑレポート・交付目論見

書。
・楽天投信投資Ēē 楽天・オールカントリー株式インデックス・ファンド 交付目論見書。
・SBI ĄąットĆćĈĉント SBI・全世界株式インデックス・ファンド 交付目論見書。
・ĄąットĆćĈĉント One ĩĦらĪーīード全世界株式 月Ȑレポート・目論見書。
・č興ĄąットĆćĈĉント Trįcers MSCI オール・カントリー・インデックス 交付目

論見書。

2. Ċċ

本資料は情報提供を目的としĩものであり、特定の金ƥ商品のǲǂ、売Ǽ、Ň有を
推奨するものではありません。投資信託はǔ動きのある有ńŅņ等に投資するĩő、
基準ń額はǷ動し、ǩ本を下ƻるŗとがあります。
Ǚłの数ǔ・Ǜ度情報はɑ成時点のɒɓ情報に基ɔく概算・Ȱȱǔであり、最終的
な投資判断は交付目論見書、運用報ŀ書、販売会社の最新資料を確認のうえ、ご自
身の責任で行ってください。
信託報酬、対Ʊ指数、販売会社でのǲƇい、NISA 対Ʊɕ分、分配ĺĻはǷǸされる
Ǟş性があるĩő、購入Ǣにはƶħ最新のɒɖ資料を確認するƶ要があります。
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